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実験的糖尿病に付随する貪食細胞の機能的変動 
Functional change of macrophage in experimental diabetes  
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 We studied functional change of macrophage in experimental diabetes. Experimental diabetes group was 
used streptozotocin(200mg/kg, i.p.:STZ) induced diabetic mice(ddY, 8w,♀). The mice were regularly bred on 
6 or 12 weeks, and were collected peritoneal macrophage. This macrophage was investigated phagocytosis and 
bactericidal ability. As a result, STZ-mice’s macrophage was lower than normal mice’s in bactero-static ability. 
These results suggested that high blood glucose in diabetes was induced functional defect of macrophage. 
 
【目的】 
 近年，わが国の糖尿病患者数は顕著に増大しており，糖尿病実態調査（厚生労働省，2002 年）によ

れば，糖尿病が「強く疑われる人」は約 740 万人，予備軍に当たる「可能性が否定できない人」を含

めると，成人の 6.3 人に１人に当たる約 1620 万人に上ると推定されている。これは 1997 年に比べ，

患者が含まれる「疑われる人」は 50 万人，予備軍を含めた全体では 250 万人の増加である。糖尿病は

様々な症状を引き起こすが，特に細菌に対する易感染は患者の生命維持に関わるだけでなく，感染症

流行の引き金にもなりかねない。また，軽度の場合でも当事者の QOL を著しく低下させる大きな要

因の一つである。本研究では，その易感染の誘発機序の解明と治療方針の策定を目的に，免疫担当細

胞の量的・質的変動を検討した。 
 
【方法】 
 8 週令の ddY 系雌性マウスにストレプトゾトシン（STZ）200mg/kg を腹腔投与し，通常の方法で 6
週間または 12 週間飼育した。この STZ 誘発糖尿病マウスの腹腔マクロファージを回収し，その機能

性（走化性能，貪食能，殺菌能）を評価した。走化性能はチャンバー法（走化性因子：10%ヒト血清）

により検討し，貪食能は綿羊赤血球（SRBC）を貪食する細胞を顕微鏡下で確認した。殺菌能の測定

には Candida Albicans（カンジダ）を用い，貪食されたカンジダを 72 時間培養し，そのコロニー数を

測定した。 
 
【結果】 
 カンジダ殺菌能試験において，STZ 投与 6 週間経過群のカンジダコロニー数に差はほとんど見られ

なかったが，STZ 投与 12 週間経過群におけるその数は有意に増加した。この方法によるカンジダコ

ロニーは，貪食されながらも殺菌を免れたものであることから，この結果より貪食細胞の殺菌能低下

が示唆された。 
 
【結論】 
 高血糖の持続により，貪食細胞の機能性，特に殺菌能が低下することが示唆された。 
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